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ただ一心に。12月31日に108本
の矢を射る百八射会が市民体育館弓
道場で行われました。参加者は一本
一本に気持ちを込めて大切に矢を放
っていました。

information

ホームページアドレス ●http://www.city.maebashi.gunma.jp/ ［メールマガジンの登録もできます］  
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2広報まえばし　平成25年１月15日号

市内の飲食店を対象にしたまえばし豚肉料理No.１決定戦「Ｔ-１グ
ランプリ」。過去最多97店舗のエントリーから、予選審査を勝ち抜い
た６店舗で決勝戦を行います。ことしのグランプリは果たしてどの店に！

決勝戦は、皆さんの投票でグランプリを決定します。決勝進出店舗
のエントリーメニューを食べると、店舗ごとにシールがもらえます。
２店舗以上のシールを各店舗にある投票用紙に貼り付け、必要事項を
記入し、店舗にある投票箱か郵便ポストに投

とう

函
かん

してください。投票し
た人には、抽選ですてきな賞品をプレゼントします。たくさんの投票
を待っています。
期間＝１月14日㈪～３月24日㈰

決勝戦

月～金曜11:30～15:00
17:00～23:30（L.O.23：00）

土日曜祝日11:30～23:30（L.O.23：00）

JR新前橋駅

火水木日曜17:00～24:00
金土曜17:00～26:00

問屋町二丁目10-18
☎289-4122
11:30～15:00
18:00～22:00
（L.O.21:00）
月曜
14台

群馬日産

公園 産
業
道
路

前橋問屋町
センター 大渡町

県立図書館
ベイシア
文化ホール

セブンイレブン

R17

住吉町
交番前

交
番

県
道
前
橋
赤
城
線

上細井町2316-4 SKビル
☎212-7484

月曜
20台

上細井町

市立前橋高

ドラッグ
スギ

鎌倉中

テーブルチャージ／300円

市民プール
県
道
前
橋
赤
城
線

石倉町二丁目4-1
☎251-8311
11:30～14:00
18:00～21:00
日曜
30台

石倉1丁目 R17

前橋ロングサンドホテル1F

群馬トヨペット

石倉町1

川原町一丁目30-23
☎234-3329

水曜
20台

R17
群馬大

荒牧小しみず
スーパー

セブン
イレブン

荒牧町北
川原町

上毛新聞敷島球場

金土曜18：00～27：00
日～木曜18：00～25：00

お通し代／夜のみ酒類を注文の場合
　　　　　200円

正田醤油スタジアム群馬

敷島町241-13
☎212-7894
11:30～15:00
18:00～23:00
不定休
8台

住吉町二丁目8-14住吉ビル1F
☎215-7080

月曜
6台

お通し代／300円

敷島公園
ばら園

国
体
道
路利

根
川

問い合わせは　観光課　☎210-2189

決勝進出６店舗



3 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎224-1111

問い合わせは　廃棄物対策課　☎898-5805

問い合わせは　にぎわい商業課　☎210-2188

１日も早い被災地復興を目指して
本市は被災地のがれき処理に協力します

経済復興支援のため

被災地商品の販売を行う事業者募集

　被災地の１日も早い復興のため、岩手県宮古地区（宮古市・岩泉町・田野畑村）
の災害廃棄物（がれき）を受け入れます。
受け入れ期間＝１月下旬～12月（予定）
受け入れ量＝7,800t（予定）

■安全には細心の注意を払います
がれきの受け入れに際して、被災地での搬出時
や本市への搬入時に放射能の濃度など各種測定を
実施し、市民の健康に影響がないよう万全の体制
で処理を行います。
また、測定結果などについては、本市ホームペ
ージなどで随時お知らせします。
■皆さまの不安を軽減するため対策を実施
●焼却灰の埋立基準を厳しくします
国が定める焼却灰の埋立基準は8,000Bq/kg以下。 
本市では、より厳しく基準を設定し4,000Bq/kg以 
下とします。

東日本大震災の被災地となった地域の経済復興
支援をするため、被災地商品を本市の中心市街地
などで支援販売する事業者を募集します。選定方
法はプロポーザル方式で、選定された事業者は、
本市との業務委託契約で事業を行います。
詳しくは問い合わせるか、本市ホームページを

●モニタリングの回数を増やします
清掃施設の周辺や公園、公民館などで行う放射
線測定を、当面の間、週１回実施。変化がないこ
とを確認します。
●最終処分場の水処理を見直します
最終処分場から排出される水に放射性物質が含
まれないように、水処理工程を見直します。
●積極的な啓発活動を行います
母親学級などで、妊婦や子どもの健康と放射能
の影響について、知識を深めていただくなど、不
安を解消する体制を整えます。

ご覧ください。
対象＝震災・風評被害を受けた地域の特産品など
を、本市中心市街地などで販売する事業を、４月
１日㈪から1年以上継続して実施できる事業者
申し込み＝１月25日㈮午後３時までににぎわい
商業課へ



4広報まえばし　平成25年１月15日号

問い合わせは　衛生検査課　☎220-5779

丁寧な手洗いで予防しよう
インフルエンザやノロウイルスが流行しています

インフルエンザやノロウイルスなどが大流行しています。
ことしは特に、ノロウイルスの遺伝子変異が確認され、流行
をみせた平成18年に次ぐ勢いで患者数が増加しています。正
しい予防策を行い、感染症から身を守りましょう。
万一、体調不良を感じたときは、早めに医療機関で診察を受

けてください。

インフルエンザ 潜伏期間：１～４日
インフルエンザは突然の発熱と全身の倦

けんたい

怠感、
頭痛、せき、のどの痛み、鼻水、筋肉痛などの症
状が現れます。風邪と似ていますが、全身に強い
症状が出るのが特徴です。
高齢者や小さな子どもは、気管支炎や肺炎など
を併発し、重症化することもあるため、特に注意
が必要です。
■予防と対策
●手洗いとうがいで防御
小まめな手洗いと外出後のうがいが効果的です。
また、できるだけ人混みに近付かないようにしま
しょう。
●免疫力低下を防ぐ
バランスの取れた食事で栄養を取るようにする
とともに、十分な睡眠を心掛けましょう。
●マスクでせきエチケット
せきやくしゃみをすると、ウイルスは２～３ｍ
先まで飛ぶといわれています。せきやくしゃみが
出る人は「せきエチケット」を心掛けましょう。
〈せきエチケット〉
・せきやくしゃみをするときは、ハンカチなどで
口と鼻を押さえ、周囲の人から顔を背ける
・マスクをする

ノロウイルス 潜伏期間：１～２日

ノロウイルスは感染力の強いウイルスで、主に
便や嘔吐物に触れた手指に付着したウイルスが口
に入ることで感染します。吐き気や急激な嘔

おう

吐
と

、
下痢、腹痛などの症状が現れます。
人が集まる場所や家庭内で感染することが多い
のが特徴で、食品や食器などを介して食中毒が起
きることがあります。また、症状が治まってから
も、しばらくは便と一緒にウイルスが排出され続
けますので、注意してください。
■予防と対策
●手洗いの徹底
アルコールによる消毒は効果がありません。外
出後やトイレの後、調理前、食事前などは石けん
をつけて手首まで丁寧に手を洗い、ウイルスを流
し取りましょう。
●食品は加熱して
食品はよく加熱しましょう。85℃以上で１分間
以上の加熱が目安です。野菜や果物などを生で食
べる場合はよく洗ってください。
●便や嘔吐物の処理
便や嘔吐物の中には大量のウイルスが存在して
います。処理する際は細心の注意を払ってくださ
い。(下図のとおり)

※手指などの消毒には、家庭用塩素系漂白剤は絶対に使用しないでください。

作業はマスクと
ビニール手袋、
使い捨てエプロン
を用意して

●嘔吐物の処理方法

使い捨ての布などで外側
から内側に、静かに拭き
取る。

１ ４２

10分程度放置したら水ぶきを
しましょう。

３

汚染された場所は、市販の家庭
用塩素系漂白剤50㎖に水を加
えて3ℓにした液体で消毒。

使用した物は、すぐ
にビニール袋の中
に。



5 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎224-1111

前橋市民号コース

コース 行程
費用

一般 小学生以下
報国寺（ファミリー向き） 鎌倉駅→報国寺→旧華頂宮邸→杉本寺→荏柄天神→鶴岡八幡宮 7,000円 4,400円
新田義貞ゆかりの地（ファミリー向き） 鎌倉駅→本覚寺→妙本寺→東勝寺跡→宝戒寺→鶴岡八幡宮 7,100円 4,700円
瑞泉寺（ファミリー向き） 鎌倉駅→瑞泉寺→鎌倉宮→荏柄天神→鶴岡八幡宮 7,200円 4,800円
鎌倉大仏
（健脚向き・帰りに江ノ島電鉄を使えばファミリー向き） 鎌倉駅（江ノ島電鉄）→稲村ヶ崎→長谷寺→高徳院 6,900円 4,300円

鎌倉フリー
自由行動

6,200円 4,100円
横浜フリー 5,100円 3,200円

問い合わせは　観光課　☎210-2189

問い合わせは　前橋税務署　☎224-4371
 （自動音声案内で「０」を選択）

問い合わせは  前橋年金事務所　☎231-1709

赤城山雪まつり

早春の鎌倉・横浜

前橋プラザ元気21です 源泉徴収票を送付

おいでよ白銀の世界

前橋市民号で行く

確定申告会場は 年金受給者に

２月13日㈬から３月15日㈮まで、前橋プラザ元気
21に所得税・消費税・贈与税の確定申告会場を開設し
ます。受付時間は午前９時から午後４時まで。申告書の
配付や受け付け、申告・納付相談などを行います。土日
曜は休みですが、２月24日㈰と３月３日㈰は日曜相談
を実施します。
なお、期間中は前橋税務署での申告相談は行いません。

老齢年金を受給している人に、「公的年金
等の源泉徴収票」を送付します。年金の他に
収入があるなどの理由で確定申告をする際、
この源泉徴収票が必要になります。１月31日
㈭までに届かない場合や紛失した場合は、前
橋年金事務所で再発行の手続きをしてくださ
い。障害年金や遺族年金は非課税のため、源
泉徴収票の送付はありません。

冬の赤城山の風物詩・赤城山雪まつりを開催。
ワカサギゲームフィッシング体験（釣ったワカサ
ギは持ち帰りできません）や大自然の中を赤城マ
イスターが案内するスノーシュー体験ツアーのほ
か、雪上での富士見かるた大会や宝探しゲームな
ど、楽しいイベントが盛りだくさん。身も心も温
まるあかぎ汁の無料配布も行います。白銀の世界
で、冬の赤城山を目いっぱい満喫しよう。
日時＝２月９日㈯午前８時～午後２時45分
会場＝赤城公園ビジターセンター（富士見町赤城
山）、赤城大沼など

早春の鎌倉・横浜へ行く貸し切り電車「前橋市
民号」を運行します。フリーコース以外は、地元
の観光ガイドが案内します。
日時＝３月９日㈯・10日㈰・16日㈯、午前６時
30分

集合場所＝ＪＲ前橋駅
コース・行程など＝下表のとおり
定員＝各日とも先着360人
申し込み＝２月５日㈫午前10時からびゅうプラ
ザ前橋駅へ

問い合わせは　びゅうプラザ前橋駅　☎224-2260

ワカサギ何匹釣れるかな

親子で楽しめるスノーシュー 宝物を探し出そう
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広報に掲載しませんか

桃の節句のひなまつり

元気いっぱいの子どもの笑顔

風情ある臨江閣で

桃の節句に合わせて、臨江閣でひなまつりを開
催。大正・昭和初期のひな人形や御殿飾雛

びな

などを
展示します。
日時＝２月９日㈯～４月７日㈰、午前９時～午後
４時
■飾り付けなどのボランティアを募集
日時＝〈飾り付け〉２月４日㈪～８日㈮〈片付け〉
４月上旬、午前９時～午後４時
対象＝どなたでも、先着各10人
申し込み＝１月25日㈮までに文化財保護課へ

広報まえばしで掲載している「元
気まえばしッ子」。このコーナーに
掲載を希望する子どもを募集します。
対象＝市内在住で平成23年４月２
日～８月１日生まれの男女、各24
人（抽選）

申し込み＝２月８日㈮（必着）まで
に往復ハガキで（１人１通）。住所・
親子の氏名（ふりがな）・電話番号・
子どもの生年月日と性別・双子の場
合は双子と記入し、市役所市政発信
課「元気まえばしッ子係」へ

今号では水に関して特
集。幼い頃から「食事の
お供はいつも水」という
私にとって、伺う話は興
味深いものばかり。中で
も特に気になったのが、
水分不足はのどや肌に悪
影響を及ぼすということ。
夏の熱中症対策としてだ
けでなく、空気の乾燥す
るこれからの季節も水分
は大切です。小まめに補
給しましょうね。（荻）

それぞれの職場でお客さまに喜ん
でいただけるよう努めています。化
粧品売場では、自分が使って良いと
実感したものをお勧めしています。
お客様に繰り返し来店していただけ
るとうれしいですね。また、お客様
の安全に向け、施設・防火管理にも
しっかり取り組んでいます。

お客様にすてきな時間を

スズラン前橋店

写真左から　藤倉　純一さん　（22）
石井　千歳さん　（30）
藤掛　享子さん　（22）

編集こぼれ話
はばたけはばたけけはははははばはばばたばたたけたけ

28不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。
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髙橋　佑
ゆう

ちゃん

２歳・箱田町

髙橋　鈴
すず

ちゃん

２歳・富田町

寺澤　空
くうが

我ちゃん
２歳・上佐鳥町

山田　莉
りの

野ちゃん
２歳・総社町植野

三森　功
こうせい

惺ちゃん
２歳・新前橋町

成瀬　葵
あおい

ちゃん

２歳・南町二丁目

11月18日亀泉町では桂萱東小で、スマイルボウ
リング大会を開催。子どもから高齢者まで６チー
ム31人が参加し、それぞれのチームが５試合を行
うリーグ戦で競いました。みんなボールを投げる
ときは真剣な表情ですが、ピンが倒れるとすぐに
笑顔でハイタッチ。和やかに会話をしながら競技
が進み、３世代が楽しく交流を深めました。

前橋八幡宮南側の美保大國神社で11月19日、前 
橋ゑびす講を開催しました。商売繁盛などを祈願 
するこの伝統行事は、昭和24年から続いています。
境内では福引きやフリーマーケット、けんちん汁
の配布を行いました。地域の子どもたちも大勢訪
れ、地元の人たちの説明を熱心に聞きながら、伝統
行事について学びました。

ままちちかかどど通通信信
３
世
代
が
そ
ろ
っ
て
投
球

亀
泉
町

地
域
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る

本
町
二
丁
目

問い合わせは　文化財保護課　☎231-9875

広告を募集します
広報紙とホームページに

広報まえばしと本市ホームページに、４月から
掲載する広告を募集。詳しくは本市ホームページ
をご覧ください。
■広報まえばし
掲載スペースなど＝毎月２回発行している広報ま
えばし裏表紙の前ページに縦45mm×横85mm
をカラーで10枠
掲載料＝１枠当たり１号３万円
対象＝県内の企業や団体など（選考、市内の企業
や団体を優先）
■本市ホームページ
掲載スペースなど＝トップページの下部分に縦60
ピクセル×横150ピクセルで15枠（8KB以内で
GIF形式に限る。アニメーションのあるものは不可）
掲載料＝１枠当たり月額１万5,000円
対象＝県内の企業や団体など（選考、市内の企業
や団体を優先）
申し込み＝以上の２つは２月15日㈮までに所定
の用紙に記入し、市役所市政発信課へ郵送か直接

問い合わせは　市政発信課　☎898-6642

問い合わせは　市政発信課
☎898-5847

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

広告

問い合わせは　生涯学習課　☎210-2198

前橋市民展覧会
力作が勢ぞろい

前橋市民展覧会を開催。市民の皆さん渾身の、
個性豊かな力作が並びます。ぜひ、ご覧ください。
日時＝〈美術〉１月31日㈭～２月３
日㈰〈写真〉２月７日㈭～10日㈰〈書
道〉２月14日㈭～17日㈰、午前10
時～午後５時30分
会場＝市民文化会館

▼▶ 昨年の市民展賞受
賞作品（3部門）
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イベント名 期日 会場など 問い合わせ先
子どもたちが描く「朔太郎詩」の絵画展 ２月 17日㈰まで 前橋文学館 同館☎ 235-8011
新春経済講演会 １月 18日㈮ 前橋テルサ にぎわい商業課☎210-2273

前橋市長杯争奪ボウリング大会 １月 19日㈯ エメラルドボウル
（国領町二丁目）

前橋市ボウリング協会
☎ 233-6405

まえばし市民名曲コンサート・
群馬交響楽団定期公演

１月 20日㈰
市民文化会館 同館☎ 221-4321

全日本プロレス 2013
新春シャイニングシリーズ前橋大会 グリーンドーム前橋 全日本プロレスリング

☎ 03-3288-0610
千住真理子ヴァイオリンリサイタル １月 26日㈯ 前橋テルサ 同館☎ 231-3211
赤城山百景写真コンクール １月 30日㈬～２月５日㈫ 前橋プラザ元気 21 まちづくり課☎ 898-6974

市民芸術文化祭　前橋市民展覧会
〈美術〉１月 31日㈭～２月３日㈰
〈写真〉２月７日㈭～ 10日㈰
〈書道〉２月 14日㈭～ 17日㈰

市民文化会館 生涯学習課☎ 210-2198

収蔵美術展 ２月 16日㈯～３月 17日㈰ ミニギャラリー千代田
（千代田町二丁目） 同館☎ 289-9647

上州空っ風凧揚げ大会 in 前橋

２月９日㈯

敷島公園河川緑地 商工会議所☎ 234-5111

赤城山雪まつり
県立赤城公園ビジターセン
ター（富士見町赤城山）、赤
城大沼など

観光課☎ 210-2189

一般競争入札で売却
12区画の市有地

12区画の市有地を一般競争入札で売却します。
詳しくは「一般競争入札による市有地売払い案内」
をご覧ください。
土地の概要＝下表のとおり

案内の配布＝市役所管財課・総合案内、水道局、各
支所・市民サービスセンターなどで
入札＝２月１日㈮に市役所管財課で
申し込み＝１月30日㈬までに同課へ直接

Ｉ
Ｐ
電
話
の
勧
誘

事
例 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
か
」

と
大
手
電
話
会
社
の
関
連
会
社
か
ら
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
使
わ
な
い
と
答
え
ま
し
た
が
、「
電

話
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
切
り
換
え
が
必
要
で

す
。
皆
さ
ん
切
り
換
え
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ

て
承
諾
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
の
申
し
込
み

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

回
答 

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用

す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス（
Ｉ
Ｐ
電
話
）の
勧
誘
で
す
。

通
話
料
金
の
他
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
利

用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。「
以
前
よ
り
高
額
の
請

求
書
が
届
い
た
」と
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

勧
誘
の
多
く
は
電
話
会
社
の
販
売
代
理
店
か

ら
で
す
。
よ
く
知
っ
て
い
る
電
話
会
社
の
名
前

を
出
さ
れ
て
も
安
易
に
信
用
し
な
い
で
、
会
社

名
や
連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
不
要
な
場

合
は
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
な
通
信
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
が
で
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
申
し
込
ま
な
い
で

充
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
工
事
前
で
あ
れ
ば

解
約
料
な
し
で
や
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
早
期
に
電
話

会
社
に
解
約
の
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は 

 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
２
３
０
―
１
７
５
５

消
費
者
の

一般競争入札で売り払う市有地

所在地 区画数 面積 価格

石倉町五丁目、元総社町、上大島町、堀越町、小坂子町、
嶺町、大渡町一丁目、樋越町、市之関町、粕川町下東田面、
鼻毛石町（建物あり）、荻窪町

12 144㎡～ 2,702㎡ 271万円～ 9,202万円

問い合わせは　管財課　☎898-6654

一緒に楽しみましょう市制施行120周年
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第
58
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
中
学
生
の
部
・
課
題
図
書
で
、
作
品｢

受
け

入
れ
る
強
さ｣

が
県
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
中

央
審
査
会
へ
送
ら
れ
た
。

「
県
で
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
と
先
生
か
ら
伝

え
ら
れ
た
と
き
は
、
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
気
持

ち
で
し
た
。
で
も
、
友
人
か
ら『
お
め
で
と
う
』

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
家
族
か
ら
『
よ
か
っ

た
ね
』
と
祝
福
さ
れ
た
り
し
て
、
う
れ
し
さ
が

沸
い
て
き
ま
し
た
ね
」

課
題
図
書
２
冊
の
中
か
ら
選
ん
だ
『
怪
物
は

さ
さ
や
く
』
は
、
英
国
作
家
の
作
品
。
ホ
ラ
ー

小
説
で
は
な
く
、
重
病
を
患
い
死
を
目
前
に
し

た
母
親
と
13
歳
の
息
子
と
の
物
語
で
、
少
年
の

成
長
を
描
い
て
い
る
。

「
少
年
コ
ナ
ー
は
母
の
死
と
い
う
現
実
が
訪

れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
悩
み
、
何
度
も

何
度
も
悪
夢
に
襲
わ
れ
ま
す
。
読
ん
で
い
る
と

映
像
が
頭
に
浮
か
び
、読
み
や
す
い
本
で
し
た
。

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
と
真
剣
に
考

え
な
が
ら
、
感
想
文
は
３
日
間
か
か
っ
て
書
き

上
げ
、
推す
い

敲こ
う

し
て
仕
上
げ
た
ん
で
す
」

荒
砥
中
三
年
生
。
一
学
期
ま
で
は
美
術
部
長

を
務
め
て
い
た
が
、
今
は
高
校
の
受
験
勉
強
に

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

「
学
習
塾
の
冬
期
講
習
に
通
い
、
家
で
も
長

い
時
間
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
受
験
の
こ
と
ば

か
り
。
入
試
が
終
わ
っ
た
ら
、
友
達
と
ど
こ
か

へ
遊
び
に
行
っ
た
り
、
好
き
な
絵
を
描
い
た
り

し
た
い
な
」

高
校
卒
業
後
は
進
学
志
望
。
心
理
学
な
ど
を

学
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
寒
い
冬
が
過

ぎ
れ
ば
春
の
訪
れ
。
今
、
力
を
蓄
え
る
こ
と
で

夢
が
花
開
く
日
も
き
っ
と
訪
れ
る
だ
ろ
う
。

「
真
実
を
受
け
入
れ
る
強
さ
」
学
ぶ

中央公民館で小学生書き初め
１月４日に中央公民館で、新春中公書き初
め塾を行いました。60人の小学生が講師の指
導を受けながら書き初めに挑戦。手本を参考
にして半紙に向かう子どもたちの顔はみんな
真剣そのものです。毛筆に墨をたっぷり含ま
せて、黒々と元気に書いていました。

本市で「ニューイヤー駅伝」
新春恒例のニューイヤー駅伝が、１月１日、
本市を発着点に行われました。大会を制した
コニカミノルタは５年ぶり７度目の優勝です。
ゴールテープを持って迎えたのは、昨年12
月に駅伝大会で全国優勝を飾った富士見中駅
伝部女子選手。大役を果たしていました。

青少年読書感想文全国 
コンクールで県最優秀賞
石井　絢子さん　15歳
荒砥中

中央 館 学生書 初 本市 「 伝

まえばし人
I K I I K I - M A E B A S H I J I N
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電車の魅力がぎっしり
１月３日、上毛電鉄新春イベントが大胡駅

で開催されました。デハ101の臨時運行な 
ど、上電と触れ合えるイベントが盛りだくさ
ん。電車と綱引きには100人が参加し、力 
を合わせて綱を引きました。電車がゆっくり
と動き出すと大歓声が沸き起こりました。

川
隅
路
之
助

『
春
遠
か
ら
じ
』
昭
和
52
年

油
彩
・
カ
ン
バ
ス
（
91
㌢
㍍
×
72
・
7
㌢
㍍
）

窓
辺
に
飾
ら
れ
た
サ
ザ
ン
カ
の
花
。
周
り
に

は
広
葉
樹
の
枯
れ
葉
と
果
実
が
並
べ
ら
れ
、
窓

の
外
に
は
葉
を
落
と
し
た
木
々
の
下
を
、
犬
を

連
れ
て
散
歩
す
る
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

洋
画
家
・
川
隅
路
之
助
さ
ん
（
明
治
39
年
〜
平

成
５
年
）
は
、
寒
気
に
耐
え
て
凛り
ん

と
咲
く
サ
ザ

ン
カ
を
可か

憐れ
ん

で
美
し
い
と
言
い
、
特
に
晩
秋
か

ら
冬
の
季
節
を
好
ん
で
描
き
ま
し
た
。

川
隅
さ
ん
は
、
堀
川
町
（
現
本
町
一
丁
目
）

に
８
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
正
15
年
、
前
橋
商
業
学
校
（
現
前
商
高
）
を

卒
業
後
、
上
京
し
て
出
版
社
に
勤
務
。
環
境
の

変
化
か
ら
胃
を
痛
め
、「
好
き
な
絵
を
描
け
ば

苦
痛
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
思
っ
た
」
と
絵
画
を

始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
ま
す
。

本
郷
絵
画
研
究
所
で
は
硲
伊
之
助
と
辻
永
に

師
事
。
そ
の
後
、
木
村
荘
八
や
岡
鹿
之
助
の
教

え
を
受
け
、
活
動
の
場
を
春
陽
会
へ
と
移
し
ま

す
。
昭
和
18
年
に
春
陽
会
展
に
初
入
選
。
以
後

同
展
に
出
品
を
続
け
ま
し
た
。
空
襲
が
激
し
く

な
っ
た
昭
和
20
年
に
前
橋
へ
帰
郷
。
そ
の
後
も

春
陽
会
展
へ
出
品
し
、
昭
和
22
年
に
春
陽
会
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

群
馬
美
術
協
会
を
退
会
し
て
、
昭
和
26
年
に

群
馬
美
術
家
連
盟
を
結
成
。
生
涯
に
わ
た
り
代

表
を
務
め
ま
し
た
。

窓
の
あ
る
風
景
は
、
川
隅
さ
ん
の
主
要
な
モ

チ
ー
フ
で
す
。
初
期
で
は
窓
辺
の
静
物
と
背
景

の
対
比
と
い
う
構
図
で
し
た
が
、
次
第
に
人
物

や
動
物
、
室
内
の
様
子
が
細
か
く
描
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
本
作
品
の
背
景
で
散
歩
し
て

い
る
の
は
愛
犬
で
す
。

モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
の
愛
情
が
、
穏
や
か
な

色
彩
で
情
感
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課　

☎
８
９
８
―
５
８
２
５

伝
統
の
妙
技
を
次
々
と
披
露

前
橋
公
園
で
１
月
６
日
、
消
防
隊
出
初
め
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

消
防
隊
員
の
団
結
と
士
気
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
姿

勢
服
装
点
検
な
ど
を
実
施
。
伝
統
の
は
し
ご
の
り
で
は
、
繰
り
出
さ

れ
る
数
々
の
技
に
、大
勢
の
観
客
が
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

車 魅力 ぎ

れ

数
々

技

大
勢

観
客
が
感
嘆

声

上

C I T Y
シティウォッチング

C  I  T  Y   W  A  T  C  H  I  N  G

本
市
収

蔵
作
品

贈
り

  

も
の

未
来への
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お
知
ら
せ

Ｑ
の
広
場
が
工
事
で
利
用
休
止
に

中
心
市
街
地
に
あ
る
銀
座
イ
ベ
ン
ト

広
場
（
Ｑ
の
広
場
）
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
期
間
中
の
利
用

受
け
付
け
を
中
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
修
工
事
期
間
＝
３
月
中
旬
ま
で

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
―
２
１

８
８

農
業
用
の
軽
油
引
取
税
を
免
除

農
業
を
営
む
人
が
農
作
業
に
使
用
す

る
軽
油
は
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た

場
合
、軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
２
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬
に
中
部
県
税

事
務
所
（
上
細
井
町
☎
２
３
４
―
１
８

０
０
）へ
直
接

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
に
よ
る
耐
震

診
断
を
実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒

壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震
改

修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
市
内
の
木
造
住
宅
、
先
着
30
件
。
①

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）
②

平
屋
か
２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工
法
で

建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書
な

ど
の
図
面

申
１
月
18
日
㈮
〜
２
月
４
日
㈪
に
市
役

所
建
築
指
導
課
（
☎
８
９
８
―
６
７
５

２
）へ
直
接

催
　
し

市
民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
っ
て

ま
え
ば
し
市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
の
一
次
審
査
を
通
過
し
た

企
画
提
案
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動

団
体
が
地
域
課
題
解
決
へ
向
け
た
提
案

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２
日
㈯
午
前
10
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―
６
５

１
０

赤
城
山
で
冬
の
楽
し
い
思
い
出
を

赤
城
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺
で
、

赤
城
山
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

□
白
銀
の
世
界
！
ビ
ギ
ナ
ー
ス
キ
ー

期
日
＝
２
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰
（
１
泊

２
日
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
24
人

費
用
＝
〈
一
般
〉
７
，
７
０
０
円
〈
中 

学
生
以
下
〉７
，
２
０
０
円

□
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

期
日
＝
２
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰(

１
泊

２
日)

対
象
＝
高
校
生
以
上
、
先
着
24
人

費
用
＝
７
，
８
０
０
円

申
以
上
の
２
つ
は
同
館
☎
２
８
７
―
８

２
２
７
へ

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
が
並
ぶ

□
小
中
学
校
書
き
初
め
作
品
展

日
時
＝
１
月
25
日
㈮
〜
28
日
㈪
、
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

問
学
校
教
育
課
☎
８
９
８
―
５
８
６
４

大
空
に
舞
い
揚
が
る
大
だ
こ

上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋
を

開
催
。
25
・
５
畳
の
大
だ
こ
や
６
畳
だ

こ
な
ど
が
大
空
に
舞
い
揚
が
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
以
下
の
先
着
２
０
０
人

に
無
料
で
た
こ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
午
前
９
時

会
場
＝
敷
島
公
園
河
川
緑
地

問
商
工
会
議
所
☎
２
３
４
―
５
１
１
１

独
創
的
な
近
代
こ
け
し
の
世
界

□
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
〜
13
日
㈬
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

会
場
＝
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル

問
県
観
光
物
産
国
際
協
会
☎
２
２
３
―

５
８
０
０

市
民
文
化
会
館

☎
２
２
１
―
４
３
２
１

□
し
ま
じ
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト「
お
と
ぎ

の
く
に
の　

だ
い
ぼ
う
け
ん
」

日
時
＝
①
２
月
23
日
㈯
午
後
０
時
30
分

②
同
午
後
３
時
30
分

費
用
＝
全
席
指
定
１
，
９
０
０
円

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
―
１
１
０
０

□
シ
ャ
ン
テ
新
春
寄
席「
桂
歌
丸
独
演
会
」

日
時
＝
２
月
17
日
㈰
午
後
２
時

費
用
＝
全
席
指
定
３
，
５
０
０
円

総
合
教
育
プ
ラ
ザ☎

２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
２
月
６
日
㈬
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」（
ハ
ン
フ 

リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ト
主
演
）
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児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
県
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
交
流
会

日
時
＝
１
月
19
日
㈯
午
後
０
時
20
分

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
１
月
26
日
㈯
②
２
月
２
日
㈯
、

午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
の
地
震

用
心
・
火
の
用
心
」「
ハ
イ
ジ
〜
ア
ル

ム
の
山
へ
」
②
は
「
絵
か
ら
と
び
だ
し

た
ね
こ
」「
化
け
く
ら
べ
」

□
動
く
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
４
〜
小

６
と
そ
の
親
、
16
組（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
１
月
25
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
名
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
―
０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
８
・

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
動
く
か
ら
く
り

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
係
」へ

□
羊
毛
ｄ
ｅ
ふ
わ
ふ
わ
ク
マ
さ
ん

日
時
＝
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

対
象
＝
市
内
在
住・在
学
の
小
学
生（
小

３
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）、
各
20
人（
２

月
１
日
㈮
に
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
１
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
名
・
学
校 

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
希
望
日
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片
貝

町
五
丁
目
８・児
童
文
化
セ
ン
タ
ー「
羊

毛
ｄ
ｅ
ふ
わ
ふ
わ
ク
マ
さ
ん

係
」へ

□
合
唱
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

日
時
＝
２
月
10
日
㈰
午
後
２
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

申
当
日
会
場
へ
直
接

募
　
集

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
の
地
域
審

議
会
委
員
を
募
集
。
新
市
建
設
計
画
の

執
行
状
況
や
変
更
な
ど
、
市
長
の
諮
問

に
対
し
て
審
議
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は

各
支
所
に
あ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

期
間
＝
４
月
１
日
㈪
か
ら
２
年
間

対
象
＝
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
に
在

住
す
る
20
歳
以
上
で
、
ほ
か
に
本
市
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い

人
、
各
地
区
３
人（
選
考
）

申
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
大
胡
地
区
は
大
胡
支
所
（
☎

２
８
３
―
０
１
１
１
）、
宮
城
地
区
は

宮
城
支
所
（
☎
２
８
３
―
２
１
３
１
）、

粕
川
地
区
は
粕
川
支
所
（
☎
２
８
５
―

４
１
１
２
）へ
直
接

赤
城
山
を
題
材
に
し
た
作
品
を

赤
城
山
や
そ
の
周
辺
の
風
景
、風
俗
、

行
事
な
ど
を
題
材
に
し
た
、
赤
城
山
を

描
く
学
習
成
果
発
表
作
品
展
へ
出
品
す

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
本
作
品
展
は

コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発

表
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
開
催
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

募
集
部
門
・
規
格
＝〈
日
本
画
・
洋
画
・

き
り
絵
〉
６
号
〜
30
号
で
、
額
装
を
含

む
外
寸
が
１
㍍
×
82
㌢
㍍
以
内
。
30
号

Ｓ
は
不
可
。
ガ
ラ
ス
使
用
不
可
（
ア
ク

リ
ル
板
は
可
）〈
絵
手
紙
〉官
製
ハ
ガ
キ

か
往
復
ハ
ガ
キ
の
サ
イ
ズ
で
紙
質
は
自
由

応
募
資
格
・
点
数
＝
中
学
生
を
除
く
15

歳
以
上
の
人
、
１
人
２
点
ま
で

開
催
要
項
の
配
布
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気

21
内
生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

搬
入
・
搬
出
＝
〈
搬
入
〉
３
月
12
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
に
開
催
要
項
に

付
い
て
い
る
出
品
用
紙
を
用
意
し
、
前

橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
へ
直
接
〈
搬
出
〉
３
月
19
日
㈫
午
後

３
時
〜
５
時

問
生
涯
学
習
課
☎
２
１
０
―
２
１
９
８

産
業
振
興
の
施
策
を
審
議
し
ま
す

中
小
企
業
振
興
の
施
策
に
つ
い
て
審

議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
＝
２
月
か
ら
概
ね
６
カ
月

対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
次
の

全
て
を
満
た
す
人
、
２
人
（
選
考
）。

①
数
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
②
他
に

本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て

い
な
い

申
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
市
役
所
産
業
政
策
課
（
☎
８

９
８
―
６
９
８
３
）
へ
直
接
。
ま
た
は

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
４
―
１
１
８

８
）へ

「前橋市長」としての責任を与えられてか
ら、私は多くを学びました。そして、行政
側の苦労や論理を探りながらも、約束の実
現へ向かう過程は、市民には“混乱”又は
“逡
しゅん

巡
じゅん

”と見えたかもしれません。
しかし、“納得”と“共感”を得るために
は「二歩進んで一歩さがる。」との過程を大
切にするべきと私は考えております。
それでも、私たちは前橋市役所という巨
大な船の舵を切り、「市民が希望を持てる
社会」という新たな進路先に向けてこぎ続
けてまいります。

市長
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前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

１/23～29（場外）　１/31～２/３（場外）
２/４～２/６ ２/７（場外）
１/23～25は利根西前売サービスセンターのみ発売

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

☎
２
６
５
―
０
９
０
０

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
体
験
会

日
時
＝
〈
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
楽
ら
く
〉

２
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
10
時
45
分〈
Ｇ

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〉
同
午
前
11
時

〜
11
時
45
分
〈
メ
リ
ハ
リ
ボ
デ
ィ
シ
ェ

イ
プ
〉
２
月
14
日
㈭
午
前
10
時
〜
10
時

45
分
〈
元
気
に
な
り
マ
ッ
ス
ル
〉
同
午

前
11
時
〜
11
時
45
分
〈
元
気
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
〉
２
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜
10
時

45
分
〈
元
気
リ
ズ
ム
〉
同
午
前
11
時
〜

11
時
45
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20
人

申
各
開
催
日
前
日
ま
で
に
同
館
へ

□
逆
上
が
り

日
時
＝
①
２
月
27
日
㈬
〜
３
月
１
日
㈮

の
３
回
②
３
月
６
日
㈬
〜
８
日
㈮
の
３

回
③
３
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮
の
３
回
、

午
後
４
時
15
分
〜
５
時

対
象
＝
小
１
・
小
２
、
各
20
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
５
０
円
と
施
設
使
用
料

申
２
月
８
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・

希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢（
学
年
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０

８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
―
７
・
市
民

体
育
館
へ

施
設
保
守
点
検
の
た
め
休
場

六
供
温
水
プ
ー
ル
は
２
月
14
日
㈭
か

ら
23
日
㈯
ま
で
、
施
設
保
守
点
検
の
た

め
休
場
し
ま
す
。

問
同
プ
ー
ル
☎
２
４
３
―
１
３
０
８

講
　
座

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

学
生
・
若
者
の
就
職
成
功
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
基
本
を
押
さ
え
る
！
内
定
獲
得
ノ
ウ

ハ
ウ
講
座

日
時
＝
２
月
13
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
就
職
活
動
中
の
学
生・既
卒
者
、

先
着
20
人

□
親
が
学
ぶ
子
ど
も
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
２
月
14
日
㈭
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
子
ど
も
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
家
族
、
先
着
20
人

申
以
上
の
２
つ
は
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
２
３
３
―
２
３
３

０
へ

□
ま
え
ば
し
就
活
実
践
塾

日
時
＝
２
月
18
日
〜
３
月
６
日
の
月
水

曜
６
回
、
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
39
歳
以
下
の
求
職
者
（
学
生
含

む
）、
先
着
20
人

申
１
月
21
日
㈪
か
ら
産
業
政
策
課
☎
８

９
８
―
６
９
８
５
へ

前
橋
工
科
大
の
専
門
講
座
を
開
催

生
物
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
機
能

食
物
繊
維
β
―
グ
ル
カ
ン
の
健
康
効
果

―
メ
タ
ボ
、
免
疫
、
美
容
―
」を
開
催
。

日
時
＝
２
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

会
場
＝
前
橋
工
科
大

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

申
２
月
13
日
㈬
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０

―
１・前
橋
工
科
大「
専
門
講
座
係
」（
☎

２
６
５
―
０
１
１
１
）
へ
。
ま
た
は

chiken@city.m
aebashi.gunm

a.jp

で

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
―
３
２
１
１

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

講
座
名
・
期
日
＝
下
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

前
橋
文
学
館

☎
２
３
５
―
８
０
１
１

□
文
学
館
講
座「
土
曜
日
は
詩
人
に
な

る
日
」

第
18
回
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
者
で
詩

人
の
小
池
昌
代
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

詩
を
書
い
て
読
ん
で
味
わ
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
・
９
日
・
16
日
の
土

曜
３
回
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
30
人（
抽
選
）

申
２
月
15
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
―
０
０
２
２
千
代
田
町
三
丁
目

12
―
10
・
前
橋
文
学
館
へ
。
ま
た
は

m
aebungaku@m

aebashi-cs.or.jp

で

● 卓球（団体）（２月10日㈰午前９時
30分、市民体育館）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に
問い合わせるか、本市ホームページをご
覧ください。

スポーツ大会情報

前橋テルサカルチャーサロン講座

講座名 期日

自分のペースでワード＆エクセル個別練習 １月26日㈯
プリザーブドフラワーで作る　 
春のキャンバスフラワーアレンジ １月31日㈭

知っておこう！インターネットセキュリティ
２月２日㈯

アロマで心も体もリフレッシュ！冬の体調管理と予防
基礎から始める話し方・話し方入門 ２月９日㈯
※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか同館
ホームページ（http://www.maebashi-ppc.or.jp/terrsa/）をご覧くださ
い。
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お
父
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
講
座

お
父
さ
ん
の
ま
え
ば
し
・
き
ょ
う
あ

い
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
開
催
。
父
子
で
の

学
習
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
工
作
な
ど

を
行
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
で
託
児

も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
23
日
〜
３
月
16
日
の
土
曜

４
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
男
性
、

先
着
20
人

申
１
月
21
日
㈪
か
ら
永
明
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
☎
２
６
６
―
５
７
７
５
へ

ミ
ニ
情
報

□
講
演
会「
子
ど
も
の
救
急
〜
そ
の
と

き
家
族
は
」

日
時
＝
３
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー（
大
手
町
一
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

そ
の
他
＝
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
の
託

児
が
で
き
ま
す（
先
着
20
人
）

申
１
月
16
日
㈬
か
ら
和
い
輪
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
・
高
橋
さ
ん
☎
０
９
０
―

２
１
５
７
―
５
７
２
９
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
１
月
26
日
㈯
②
１
月
27
日
㈰

③
２
月
３
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
粕
川
児
童
館
②
は
第
二
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）③
は
大
胡
い
こ
い
の
家（
堀

越
町
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３
２

―
３
８
４
８

□
自
衛
官（
幹
部
候
補
生
）募
集

種
目
＝
①
一
般
（
大
卒
程
度
試
験
、
飛

行
・
音
楽
要
員
含
む
）
②
同
（
院
卒
者

試
験
）③
歯
科
④
薬
剤
科

対
象
＝
①
は
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大

卒
者
（
見
込
み
含
む
）
②
は
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
な
ど
③

は
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
専
門
大
学
卒

者
（
見
込
み
含
む
）
④
は
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
専
門
大
学
卒
者（
見
込
み
含
む
）

試
験
日
＝
５
月
11
日
㈯

申
２
月
１
日
㈮
〜
４
月
26
日
㈮
に
自
衛

隊
前
橋
募
集
案
内
所
☎
２
３
３
―
８
９

６
０
へ

休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

☎
２
３
２
―
６
１
８
８

健
　
康

脳
卒
中
に
よ
る
障
害
者
の
集
い

脳
卒
中
に
よ
る
障
害
者
の
集
い
を
開

催
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
人
を
交
え
て

情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
㈫
午
後
２
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
脳
梗
塞
や
脳
出
血
に
起
因
す
る

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
と

そ
の
家
族
、
先
着
20
人

申
１
月
21
日
㈪
〜
２
月
１
日
㈮
に
障
害

福
祉
課
☎
２
２
０
│
５
７
１
１
へ
。
ま

た
は
障
害
者
の
氏
名
・
住
所
・
フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２

３
―
８
８
５
６
）で

生
活
習
慣
病
の
予
防
で
健
康
生
活

健
康
ま
え
ば
し
21
健
康
づ
く
り
講
演

会
を
開
催
。「
日
常
な
が
ら
運
動
で
健

康
寿
命
を
の
ば
そ
う
〜
自
立
生
活
い
つ

ま
で
も
」
を
テ
ー
マ
に
日
常
な
が
ら
運

動
推
進
協
会
代
表
・
長
野
茂
さ
ん
が
講

演
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
３
０
０
人

申
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課
☎

２
２
０
―
５
７
８
４
へ

運
動
で
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

□
健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー

日
時
＝
①
２
月
13
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
②
２
月
14
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
大
胡
地
区
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
②
は
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
30
人

内
容
＝
身
体
計
測
、
健
康
相
談
、
運
動

体
験

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
①
は

大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
３
―
７
３

１
１
②
は
健
康
増
進
課
☎
２
２
０
―
５

７
８
４
へ

毎週日曜  午後１時～（20分間）
（再放送：火曜午後３時30分）
各学校の特色や活動を子どもたちが
発信します。

エフエム群馬 86.3MHz

毎週金曜 午後1時40分～（４分間）
いきいき前橋ラジオインフォメーション

84.5MHzまえばしCITYエフエム

まえばしCITYエフエム
まえばし情報ステーション   （５分間）

84.5MHz

イベントや市政情報届けます まえばしスクール通信

１月20日　桂萱東小
２月３日　桃瀬小
２月17日　春日中

１月27日　七中
２月10日　芳賀小

月～金  土・日

本放送 午前7時54分
再放送 午後5時54分

午前9時44分

午後1時54分

１月の納税
◆市県民税第４期、国民健康保険税第７期＝１月31日㈭まで

□
２
万
１
６
９
円
＝
さ
わ
や
か
健

康
料
理
教
室
か
ら
生
涯
学
習
の
た

め
に

□
図
書
５
５
８
冊
＝
前
橋
市
地
区

赤
十
字
有
功
会
か
ら
市
内
の
小
学

校
20
校
へ

□
徳
川
家
斉
御
内
書
・
前
橋
鮮
廉

組
設
立
魚
鳥
市
場
開
設
資
料
一
式

ほ
か
＝
駒
形
町
・
春
山
健
一
さ
ん

と
、
上
泉
町
・
鈴
木
康
子
さ
ん
か

ら
文
化
財
保
護
課
へ

寄
付
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休 日 当 番 医

内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

１

月

20
日
㈰

石倉町こども 
クリニック
（児）

石倉町五丁目
☎253-6600

あおばクリニック
（内児）
富士見町時沢
☎212-8866

遠藤内科医院
（内児）
野中町
☎261-3711

小林内科胃腸科 
ク リ ニ ッ ク
（内）
朝倉町
☎290-3200

群 馬 ペ イン 
クリニック病院
（整）
亀里町
☎265-0999

掛 川 医 院
（外内）
総社町二丁目
☎251-0415

高* 崎 市 夜 間 
休日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎ 027-381-6119

耳鼻咽喉科 
やまぐち医院
（耳鼻）
高崎市柴崎町
☎ 027-353-5473

丸山眼科医院
（眼）

高崎市片岡町二丁目
☎ 027-322-7178

27
日
㈰

大学橋ファミリー 
ク リ ニ ッ ク
（児）

関根町二丁目
☎212-6627

二子山クリニック
（内）

朝倉町一丁目
☎263-1331

すがの内科医院
（内）
総社町植野
☎256-8121

富沢内科医院
（内）

石倉町二丁目
☎251-4779

三村整形外科医院
（整）
上細井町
☎234-4477

山 下 医 院
（外）

城東町四丁目
☎231-3726

い え さ か 
産婦人科医院
（産婦）
表町二丁目
☎224-1144

牧耳鼻咽喉科医院
（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

しみず眼科 
クリニック
（眼）
樋越町
☎230-4611

２

月

３
日
㈰

柳川小児科医院
（児）

天川大島町三丁目
☎263-1600

吉 田 医 院
（内）
鼻毛石町
☎283-3375

ぬしろクリニック
（内）
亀里町
☎265-0845

木村内科医院
（内）
箱田町
☎253-8883

園田整形外科医院
（整）
総社町高井
☎255-0100

狩野外科医院
（外内）
日吉町四丁目
☎231-7025

斎* 川産婦人科医院
（婦）

高崎市岩押町
☎ 027-327-0462

耳 鼻 咽 喉 科 
貴船クリニック
（耳鼻）
高崎市井野町
☎ 027-363-7110

高 崎 眼 科
（眼）
高崎市栄町
☎ 027-322-5005

10
日
㈰

みどり小児科
（児）
嶺町

☎269-8885

紀内科医院
（内）

住吉町一丁目
☎235-5080

高 橋 医 院
（内）

粕川町西田面
☎285-2019

総社町内科 
深 沢 医 院
（内）

総社町三丁目
☎252-1333

大島整形外科医院
（整）
荒牧町
☎231-3711

加藤外科内科医院
（外）

朝日町一丁目
☎243-5169

いとうレディース 
ク リ ニ ッ ク
（産婦）
朝倉町
☎290-3531

町井耳鼻咽喉科
（耳鼻）
文京町二丁目
☎221-2551

宮久保眼科
（眼）

荒牧町二丁目
☎234-3511

11
日
㈪

すぐた医院ゆう子 
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎251-5622

江 沢 医 院
（内）
粕川町女渕
☎285-6777

田 中 内 科 
クリニック
（内）

日吉町一丁目
☎231-3001

老年病研究所 
附 属 病 院
（内）

大友町三丁目
☎253-3311

ねぎし整形外科
（整）
東善町
☎280-8686

高柳胃腸科外科
（外）
荻窪町
☎269-8880

セ*ントラルレディース 
ク リ ニ ッ ク
（婦）
高崎市東町
☎ 027-326-7711

耳 鼻 咽 喉 科 
はるクリニック
（耳鼻）
高崎市江木町
☎ 027-384-3387

沼賀眼科医院
（眼）

高崎市相生町
☎ 027-327-1270

診療時間は午前９時～午後６時（＊は正午まで）。１月20日、２月３日・11日の午後１時～６時は、産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市
若松町☎027-322-2243）で診療
市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://
maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。
★夜間急病診療所 朝日町四丁目９-５　☎243-5111
午後８時～午前０時　内科と小児科（しばらくの間、日曜・祝日は午前９時～正午も診察）

★救急病院案内 ☎221-0099

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後１時～３時

休 日 当 番
１月20日㈰＝横山接骨院（勝沢町）☎269-8789、さくら整骨院（元総社町二丁目）☎255-1321
１月27日㈰＝笹澤接骨院（青梨子町）☎251-9595、森下接骨院（樋越町）☎283-0994
２月３日㈰＝岩田接骨院（下細井町）☎237-5158、かばさわ接骨院（前箱田町）☎254-4933
２月10日㈰＝茂木接骨院（日吉町二丁目）☎233-7599、城南接骨院（新井町）☎268-3777
２月11日㈪＝ひよよん接骨院（日吉町四丁目）☎235-8662、ふじひら接骨院（天川大島町）☎289-5644

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前９時～午後６時

インフルエンザや感染性胃腸炎が流行中 
夜間急病診療所では日曜・祝日の午前中も診察
現在インフルエンザや感染性胃腸炎が流行しています。この
ため、しばらくの間、夜間急病診療所を日曜・祝日の午前９時
から正午まで臨時開設します。受診の際は事前に電話してから、
保険証などと現金を用意し、マスクを着用してお出掛けください。
問夜間急病診療所243-5111



16不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。

所
役
市
橋
前

１
０
６
８
│
１
７
３
〒

目
丁
二
町
手
大
市
橋
前

12

１
│

１
１
１
１
│
４
２
２

３
０
０
３
│
４
２
２

・

８:

30

17:

15

・
気
元

21

10:

00

19:

00

課
信
発
政
市
部
策
政

・
日
１
月
毎

15

行
発
日

人口と世帯（12月末日現在）
総人口／34万1,994人
　男：16万7,084人　女：17万4,910人
世帯数／14万177世帯

生方　咲
さゆ

有ちゃん
２歳・粕川町深津

内田　航
こうせい

世ちゃん
２歳・上細井町

塩澤　樹
きいな

依奈ちゃん
２歳・箱田町

丸山　輝
あきよし

愛ちゃん
２歳・総社町植野

島村　美
みりん

凜ちゃん
２歳・箱田町

大谷　悠
ゆうま

真ちゃん
２歳・総社町植野

12月23日、富士見町辻では辻住民センターで
しめ縄作り教室を開催しました。正月の伝統を伝 
えていくため、毎年行っている古くからの行事。
25人が参加し、地区内で取れたワラやミカンなど
を使ってしめ縄を製作。ベテラン講師の丁寧な指
導を受けながら、みんな立派に完成させ、楽しく 
正月を迎える準備をしました。

南町一丁目では12月28日、生け花講習会を開
催。町内にある古流アカデミーでワカマツやユリ、 
センリョウなどを使用し、12人の参加者が正月を
テーマにした花を生けました。講師の指導の下、
真剣に花と向き合う参加者たち。作品ができあが
ると「これで気持ちよく新年を迎えられるね」と 
笑顔で話していました。

豚肉料理No.1 を決め
るＴ-１グランプリの決
勝戦が始まりました。決
勝に残ったのは魅力的な
メニューばかり。私もす
べての店を回ってから、
投票したいと思います。
食べ歩きはとても楽しい
ものです。また、投票す
ればグランプリの発表も
楽しみに。皆さんも一緒
にＴ-１を盛り上げてい
きましょう。（山）

建物の空調や水処理などの、企画・
施工などを担当しています。新しい
視点から物事を考える先輩方を見な
がら、勉強を重ねる毎日。同期で励
ましあいながら頑張っています。価
値あるモノとサービスを提供し、お
客さまに安心して任せていただける
社員に成長したいです。

安心感も提供したい

ヤマト

写真左から　島﨑　義孝さん　（24）
清水　理沙さん　（25）
髙橋　大介さん　（25）
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